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JAMT第1回 通常総会開催 される

 平成3年7月25日(木)午 後3時 より、日本機

械翻訳協会(JAMT)第1回 通常総会が 日本女子大学

「桜楓館」 において開催 された。平日にもかかわら

ず役員、委員、一一般会員、プレス関係者を含めて約

140名 の参加者を迎え下記の通 り議事進行 し、盛

会のうちに閉会 となった。

配布資料 ・会則

     ・組織図

     ・平成3年 度事業計画

     ・初年度収支予算

     ・ 「JAMTジ ヤーナル」No.1

司会:内 田裕士運営委員長

議事録署名人:小 谷泰造副会長

      田中穂積理事

議事次第

1.議 長開会挨拶(要 旨)

長尾真会長

 本通常総会は本協会設立最初のものであり、

平成3年4月17日 に行った設立総会で決定 し

たことの報告という形になることをご了承願い

たい。

 JAMT設 立の趣旨 ・目的に基づき今後本協

会が健全な発展 をして、日本だけでなく広 く世

界のこの分野の方々の活動に寄与出来るよう務

めていきたい。さる7月 初め、ワシントンで開

かれた第3回MTサ ミッ トにおいて 「国際機械

翻訳連盟」が正式に発足 した。そこでJAMT

の役割が非常に重要になりつつあることをご理

解の上、会員各位のご協力 を戴 きたい。

1.初 年度(平 成3年 度)事 業計画及び収支予算

   配布資料に基づき、会長より報告ならびに

  説明があった。

1.役 員の紹介

   配布資料に基づ き、会長より役員の紹介が

  なされた。

1.来 賓挨拶(要 旨)

  通商産業省 機械情報産業局 電子機器課

  課長 三宅 信弘氏

 国際社会 ・経済の泥沼化の中で、 日本の優

れた科学技術分野に於ける国際貢献度の期待

が高まっている現在、言語における障害 を解

決することが最大の課題となっている。その

ため機械翻訳に対 して関心が強 くなっている

という状況下でこのたび 「日本機械翻訳協

会」が設立されたことは、非常に時宜を得た

ものと思う。

 更に 「国際機械翻訳連盟」が設立されたこ

とは、機械翻訳がグローバル単位の展開期 に

きたということで大変有意義なことである。

通産省でも1987年 から多言語機械翻訳システ

ムの開発に取 り組み、最近、新情報処理シス

テムについても検討を進めている。

 本協会の今後の発展 と会長、会員各位の活

躍を祈念する。

 以rで 第1回 通常総会が閉会 し、長尾会長による

特別講演 「機械翻訳の世界の現状」の後、午後5時

30分 より懇親会が開かれた。約80名 が参加、和

やかな雰囲気で歓談の時を過ごし午後7時30分 に

すべての行事が滞 りな く終了した。(事務局 沖田)
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JAMT通 常総会特別記念講演 を聞いて

題 名:「 機 械 翻 訳 の 世 界 の 現 状 」

講演:京 都 大学 教 授 長 尾 真 先 生

会 場:日 本 女 ∫大 桜 楓館 ホ ール

日時:°91年7月25日16:00～17:00

参 加者:140名

1.ア メ リカ ・欧州 諸 国 の現 状 とfl本 の状 況 に つ い て

システム名称 対象言語 状態 翻訳方法

MU2:

PAROLE::

PENSEE,II:

PIVOTJE,EJ

RMT E/J

SHALT/JE'CS

SYSTRAN

アメリカ

LOGOS

アメリカ

METAL

ドイツ

英語 ・フランス語 ・

スペ イン語 ・ロシア語

英言吾・ドイツ詳}・

スペ イン語 ・日本語

ドイ ツ言吾 ・英 葺吾

コマ ・・シ ャ ル

U.S.

コマ ー シ ャ ル

U.S.

コ マ ー・シ ャ ル

トラ ンスフ ァー

ダイ レク ト

トラ ンス フ ァー

ト ラ ンス フ ァー一

 GLOBALINKは 、 英 語 ・フ ラ ン ス ・ス ペ イ

ン ・ ドイ ッ ・ロ シ アの 翻 訳 シス テ ム をパ ソ コ ンで動

か してい る。

 現 在 数 社 で、 通 信 ネ ッ トを使 っ た シ ス テ ム が あ る

が、 今 後 増 えて くる。

 ま た、'92年EC統 合 を 前 に して欧 州 で の機 械 翻 訳

研 究 開発 は重 要 な 時 期 にあ る 。

 と ころ で 、 日本 の状 況 は 、次 の 表 の よ うに 、多 く

の メ ーカ お よ び研 究 機 関 の 努力 で 、 多 くの シ ス テ ム

が稼 働 し、研 究 開発 も盛 ん に行 わ れ て い る 。稼 働 台

数 は ア メ リカ ・ヨー ロ ッパ 諸 国 で は 数{'台 で す が 日

本 は 一T・台 位 の シス テ ムが 稼働 して い る 。

 日本 で は 、圧 倒 的 に 日本 語 と英 語 間 の翻 訳 シス テ

ム が多 い。

5TAR,The Translator

JICST

Matsushiw Electric Industrial Co.,Ltd.

Oki Ltdustrial Co.,Ltd.

NF,CCorp.

Ricoh Co.,Ltd.

IAM Japan, Ltd.

CATENA-Resource Labora[oriec, Inc.

2.翻 訳 方法 に つ い て

日本の機械翻訳システム ・覧表

メーカおよび研究機 関名

(電子協7丹91調 査T'"_タ か ら)

1)DIRECI'TRANSLATION SYSTEM

  古 いSYSTRANあ る いは 、 そ の 前 身の シス テ

 ムで す 。 これ で は う ま くい か な か っ た 。

2)TRANSFER SYSTEM

  2言 語 間翻 訳 を 高 い 品質 で 、効 率 的 に行 う

 ため の もの で す 。

3)INTERLINGUA SYSTEM

  多 言語 間翻 訳 を経 済 的 に 実 現 す る た め の も

 の です 。

INTERLINGUA VS. TRANSFER YT

      INTERLINGUA

   /i¥
 ENG            JPN             FRN

Semantics       Se●antics       Semantics

/＼ ←一 ノ ＼

システム名称

AI.T-J/E:

ARGO:

ASTRANSAC:

ATI,AS-1-II

I)UET-Eノ 』II;

HAN7rRAN:

EIEAVIiN-J/E-E/J

HICATSIEJIJE:

MI:LTRAN-J/E:

z

Information Processing Laboratories, NTT

CSK

Toshiba Corp.

Fujitsu, Ltd.

Sharp Corp.

CBIi

Sartyo Electric Co., Ltd.

Hitachi, Ltd.

Mitsubishi Electric Corp.

ENG          JP閥

Syntax,            Syntax

 
 
 
㎝

/

㎝

 
 
 
朋
▽
     JAPANESE

 FRN

Syntax

1
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3.翻 訳精度向上のための辞書

1)一般用語辞書

 これは、2万 語から5万 語程度の用語で機械

 が使える辞書にしておく必要がある。EDR

 の辞書は、 日本語/英 語で20万 語

2)専 門用語辞書

 新聞(経 済)科 学技術(コ ンピュータマニュ

 アルや機械整備マニュアル)

 一つの分野で1万 語から5万 語、(最大で10万

 語)有 れば良いです。

 ECで は、100万 語 また数えかたによれ

 ば、300万 語作 られています。

 例えば、医学用語辞書 をメーカ単位で作 るの

 は馬鹿げている、時間と費用を考えて効率良

 く作るべ きです。

 専門分野としては、100分 野以Lを 必要と

 し、鉄鋼、石油、原子力、時事などいろいろ

 取 り揃える事が大切です。

 スポーツ用語でおもしろいのには、 ミュンヘ

 ンオリンピックでシーメンスが多 言語のオリ

 ンピック用語集を作っていた。

2)速 度:○ ○○語/時 間で、かつ¥○ ○○円/

    ページ?

 入力を何です るか?(フ ロッピーそれとも手

 で入力するのかで費用と速度が変わる、それ

 に原稿が紙の場合でも、OCRそ れとも手で

 入力するかを考える必要がある)OCRの 速

 度

 PRE/POST EDITの 速度

 辞書の改良、システムのチューニングに要す

 る時間と費用

3)翻訳品質: 原文品質 訳文品質の評価?

4)シ ステムの拡張性:

 未知語 新 しいテキス ト分野 学習能力?

5)シ ステム導入時の利用状況?(利 用は1時 間

 /日 それとも8時 間/日)

 使用法の学習 システムのチューニング

 PRE/POST EDIT学 習

 利用体制(組 織、人員、システム的な観点)

6)翻訳文書の種類:

 マニュアルなのか契約書のようなものか?

7)PRE/POST EDITの 精度:

 前処理、後処理の速度 と処理 した結果、その

 訓練

4.ユ ーザ 導 入 方 法

6.MTの 実用化に関する調査研究について

1)人材育成

 機械 を使 える人材で、一・人 専任者 を育成す

 る。

2)体 制づ くり

 導入 して も3ヶ 月から数ヶ月間システムの改

 良をすることが必要。

 英文の文体が 「命令文」であっても、rで す

 /ま す」調に文体変換するほうが良かった り

 する場合 もあるためです。

 また、翻訳結果を誰が利用するか?に よって

 も編集の手間と時間が変わってくる。

日本のMTシ ステムについて紹介と、言語間に

現れる翻訳データ量から分析結果をコメン トさ

れた。

5.シ ス テ ム の評価 につ いて

1)費 用:一 単語あたりにかかる自社内のコス ト

    はい くらか?

機械費用(買 取 り/リ ース/レ ンタル)

 専門用語辞書の価格 教育費用
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 尚、'li文章の内容はJAMT通 常総会特別公演を

聞いた感想であり、公演内容を ・部日本文に変えて
・ます。そのため文章の責任は編集子にあ ります。

       (シャープ(株)情報システム研究所

            第 一開発室 信田恵壱)

O

 E1帽 隅詫y        Manul己G'v門nq        ε自Dooms            ㎞

   M畠c・lao四      Ccr口u:or5     Comm●rc●

Technicユ1 Arじコ5ユnd Volumc ofTranslmcd丁 ¢z6

A:Japanesey English

B:Japanese-一 一 〇therlanguages

     excluding English

C:Between Foreign languages

D:Other Iarlguages-Japanesg

 excluding English

E:E≡ngl■sh -一の匿Japanese

Foreign ianguaGes

 Jacarese

 (42.aAも1

N●胃    P門v瓢 ■ Co門 瓢陶r..CA

M副 ●門副3 Doeu聞 ●門b

   Tachnical Araas

 Japanese

Foreign languages

 (53.6%)

Ochecs?..3

Telucs 3.8

Pユ切ph二c巴53.9 _

Leaaz 4.O

 Reporu 7.6

Patents 6.3  Catalogs 8.6

Types of D㏄ 皿cntS Trans[飢cd

じN{(%)

Mユ11u誠 ∫4(.D

     D

        C:(4.3%)8:(7.2%)

(社)日 本 電 子 一「二業 振 興 協 会 の デ ー タ

7.家 庭 でMT(HomeMT)の 利 用 は 近 い

翻 訳 者 不 足 の 言語 ほ どMTで 翻 訳

 世 界 で使 用 され て い る 言語 は 、3～4000

種 類 あ りメ ジ ャー で も10ヶ 国 語 は あ るの で 、

MTシ ス テ ム の研 究 が 必 要 だ。 特 にCICCの

活躍 が広 く望 まれ て い る。 ま た翻 訳者 が い な い

言語 で 有 れ ば あ るほ ど、MTで 翻 訳す る よ う に

な らね ば な らな い。

 21世 紀 に は 、,}語 の 本 質 を研 究 してr翻 訳

者 の頭 の働 き」 を 「MT」 に組 み む研 究 と、 コ

ン ピュ ー タネ ッ トワ ー ク を駆 使 してr翻 訳 セ ン

タ ー」 を 作 り翻 訳 需 要 の 拡 大 に対 応 で きる シス

テ ム が必 要 で あ る 。 また 、ハ ー ドとソ フ ト両 面

の 改 良 か ら、 低 価 格 化 コ ンパ ク ト化 に な る で

し ょう か ら、個 人 ユ ース の 増 加 が 考 え られ 家庭

でMT(Home MT)が 利 用 で きる 日は近 い。

菰へ
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機械翻訳の生い立ち

 機械翻訳とは、機械すなわち電子計算機を使って

翻訳を行 うことの総称である。機械翻訳 ということ

ばの代わりに自動翻訳ということばもしばしば使わ

れる。両者はもともと同義であるが、翻訳援助シス

テムと区別 して自動的に計算機が翻訳することを強

調するときには、自動翻訳ということばを意識 して

使う場合 もある。

 機械を使って翻訳するという考えは、電子計算機

が発明される以前からあった。1930年 代の後半に

は、ロシアとフランスでそれぞれ特許がだされてい

る。 しかし、機械翻訳システムを実際に開発する試

みが始まったのは、1946年 に電子計算機が発明され

てからである。1950年 代には、米国を初めてとして

欧州および日本でもいろいろな試みが行われた。機

械翻訳に関する国際会議 も米国や欧州で開催され、

機械翻訳システムの開発は ・つの大きなブームとも

なった。

 そのような情勢の中で、1950年 代中頃には、米国

で機械翻訳システムを使 った翻訳の実演が行われ

た。この実演はロシア語から英語への翻訳の実演で

あ り、辞書には数百のロシア語の単語とそれぞれの

単語についての一つないし 二つ くらいの英語の訳語

が入っていた。翻訳対象は科学技術文献であった。

翻訳処理の方法は極めて単純であ り、辞書を使って

単語を訳語に置 き換え、その後に語順を並べ替える

という方法であった。このような翻訳処理を直接翻

訳方式と呼び、直接翻訳方式により作られる機械翻

訳システムを第一一枇代の機械翻訳システムと呼ぶ。

 1950年 代の終わり頃に、名詞とか動詞とかの単語

と名詞句とか動詞句 とかの句により構成される一一一つ

の句について、その内部構成の有 り様 を言語の法則

とみなす変形生成句構造文法理論が提案された。句

のこのような内部構成 を句構造と呼ぶ。これに基づ

き、文が持つ句構造を電子計算機 を使って解析する

構 文解析法が発明された。文は句の 一種 であるの

で、構文解析技術を機械翻訳に応用 し、原文の句構

造をまず計算機で解析 し、その結果を計算機の内部

表現 として記述 し、それを翻訳先言語の句構造とし

ての内部表現へ変換 し、 しかる後に訳文を作 り一ヒげ

るという方法が1960年 代の中頃に考え出された。こ

のとき、句構造と呼ぶ間接的な表現を介 して翻訳が

行われるため、このような翻訳処理のことを間接翻

訳方式と呼ぶ。間接翻訳方式の方法により作 られた

機械翻訳システムを第:世 代の機械翻訳システムと

呼ぶ。この方法は、さらに、間接翻訳の中で も内部

表現の変換 という処理が行なわれるため、特に、変

換方式の翻訳 とも呼ばれる。

 また、同時に、句構造ではなく、別の考え方によ

り、言語の種類に依存 しない文の意味内容などを計

算機により解析 し、その内部表現にもとついて訳文

を作 り上げる方法も考えられた。これも解析 を行な

うので間接翻訳ではあるが、変換 という処理が行な

われないので、中間言語方式の翻訳と呼ばれる。中

間言語とは、言語の種類に依存 しない言語情報を内

部表現するためのものである。これら二つの翻訳方

式が現在の機械翻訳技術の基礎となっている。

 米国ではジ ョージタウン大学を中心に研究が進め

られていたが、1960年 代の始め頃には、他の国にお

いても、現在につながるい くつかの機械翻訳システ

ム開発プロジェク トが開始された。フランスのグル

ノーブル大学の機械翻訳研究所、 ドイッのザールラ

ンデス大学の機械翻訳研究プロジェク ト、少 し遅れ

てカナダ政府の機械翻訳システム開発プロジェク ト

などがある。

 ジョージタウン大学の機械翻訳システムは、1970

年代の中頃に、世界初の商用機械翻訳システムであ

るSYSTRANへ と発展 していった。カナダ政府

の機械翻訳システムは、1970年 代の中頃に開発を完

了し、気象情報を英語からフランス語へ翻訳する完

全自動機械翻訳システムとして現在でも使われてい

る。

 1970年代の中頃以降になると、日本でも今様の機械

翻訳システムの研究が京都大学において開始 され

た。

 これを受けて、1980年 頃には、研究機関や計算機

メーカーも機械翻訳システムの研究 ・開発を開始 し

た。1980年 代の前半には、早くも日本の商用機械翻訳

システムが実際の翻訳実験を開始 し、それから少した

つと販売されるものもでてきた。このように日本に

おける実用機械翻訳システムの開発のスピー ドには

目をみはるものがある。これには後で触れるような

秘密が隠されていた。現在では、日本で開発された機

械翻訳システムの数は、日本以外で開発されたもの

の数よりもずっと多い。
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 機械翻訳に内在する学術的 ・技術的な問題点の深

さには計 りしれない ものがあ り、すべての問題を解

決するにはかなり長期的な基礎研究を要する。 しか

し、その着実なる発展は機械翻訳その ものを段階的

に進展させるのみな らず、他の高度な情報処理にお

おきな波及効果をもたらす。このように重要な機械

翻訳を昨今の状況にまで発展させるに果たした日本

の功績は大である。その功績はいろいろな方面の人

達の努力の結集により結果的にもたらされたもので

ある。最初から成功が約束されていたわけではな

いQ

 第 ・は、研究者の功績であり、欧米に比べて一・段

と難 しい方法を採用 したことである。これは、 日本

語の言語学的な特性からきたものであり、構文構造

に関する句構造ではなく、意味構造に関する格構造

を採用 したことによる。構文構造 とは語の品詞の組

合せに拠 り所 をお くものであ るが、格構造は 「誰

が」、 「何 を」 、 「誰 に」、 「いつ」 、 「どこ

で」、 「何する」という意味的な関係の組合せに拠

り所をお く。このような意味的な関係は意味構造を

作る。このように意味を扱う翻訳処理を基本 とする

機械翻訳システムを第 一三世代の機械翻訳システムと

呼ぶ。日本は、最初からこの第三世代の技術を研究

した。これが日本の勝因である。

 第二は、行政の功績であり、政府 レベルの大規模

な研究 ・開発プロジェク トを実施 したことである。

機械翻訳システムを開発するには、ある程度の規模

の組織 と資金が必要である。科学技術庁による1980

年代始めからの機械翻訳研究 プロジェク トに始 ま

り、最近では、通産省による1987年 からの近隣諸国

の間の言語を翻訳するための多言語機械翻訳システ

ムを開発する国際研究 ・開発プロジェク ト(CIC

C)、 基盤技術 センターによる大規模な辞書を開発

する電 子化辞書開発プロジェク ト(EDR)な どが

ある。これ らにより研究者 ・技術者の育成が進むと

ともに、実際に活用で きる辞書や文法の開発が進

み、研究室 レベルでのお遊び的なものだけではなく

実際に活用で きるレベルの機械翻訳システムが検

証 ・実用できるようになった。

 第三は、社会の功績であり、国際化における言語

の役割が広 く認識されるようになったことである。

それにより、機械翻訳の重要性が、単に 一つの新 し

い技術の開発というよりは、将来の新 しい国際社会

と21世 紀の高度技術において不 ロ∫欠なものである
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ことが認識されるようになった。

 1980年 代は、機械翻訳へのチャレンジの時代であ

り、ECで は1982か らEC公 用語である9ケ 国語を

翻訳する機械翻訳システム開発プロジェク トを推進

してきた。残念なが ら実用になる機械翻訳システム

の開発はできなかったが、多 くの学術的研究成果が

生み出された。ECで は、その他に、商用機械翻訳

システムを使って実際の翻訳業務を行なうことが早

い時代から行なわれてお り、機械翻訳システムを効

果的に活用するための検討が行なわれてきた。1992

年のEC経 済統合の暁には、機械翻訳 を含む広範な

開発プロジェク トが計画されている。

 フランス政府およびイギリス政府 も、1980年 代に

それぞれ機械翻訳開発プロジェク トを実施 した。こ

れらも残念なが ら実用システムを開発するまでには

いたらなかったが、多 くの成果を残 した ようであ

る。

 第 一世代の機械翻訳の終わり頃、米国政府は、当

時の機械翻訳研究を評価 し、研究発展の見通し無 し

としていっさいの研究を中止させた。 これは自動言

語処理諮問委員会により行なわれたものであり、そ

の報告書はALPAC報 告 としてあまりにも有名で

ある。そのため、最近まで米国の機械翻訳はきわめ

て低調であったが、米国政府は最近の国際情勢 に鑑

み、再び機械翻訳に大 きな関心を寄せ るようになっ

た。そ して、現在では、大規模な機械翻訳研究プロ

ジェクトが開始されるにいたった。

 最近の機械翻訳では、欧米語だけでな く日本語の

翻訳がきわめて重要視されている。これは、昨今の

日本の経済発展 と技術発展による。さらに、CIC

Cプ ロジェク トにみ られるように、アジア言語の翻

訳などにも大きな関心が寄せられている。

 機械翻訳の生い立ちには、 ここで述べたことの他

に、今後の機械翻訳を発展させるのに参考 になるこ

とがい くつ もある。それらは紙面の都合で別の機会

にゆずることにする。また、機械翻訳の技術 につい

ても別の機会に解説することにする。

 機械翻訳は異なる言語を扱 うものであるから、そ

こにはおのずから国際協力が必要である。日本機械

翻訳協会が設ーされ、さらに世界機械翻訳協会の設

立に貢献で きたことは、 日本にとってとても重要な

ことである。

 (九州工業大学 情報工学部教授 野村 浩郷)
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MTSUMMlT-III開 催 さ れ る

 さ る、7月1日 か ら4日 米 国 ワ シ ン トンD.Cの メイ

フラ ワー ・ホ テ ル で 開催 され た 。

 参 加 者 約400名 の 内 、日本 か ら も60名 位 の 出 席 が

あ っ た。

 ま ず、本 稿 で は、MTSUMMIT-IIIに お け る論

文 発 表(Contributed Papers)お よび パ ネ ル 討 論 に つ

い て 報 告 す る 。2日 半 に亙 った 会 議 に お い て8件 の

論 文 発 表 と、7件 の パ ネル 討 論 が 行 な わ れ た 。 これ

らを網 羅 的 に紹介 す る こ と も可 能 で は あ る が 、 そ れ

よ りは 焦 点 を絞 って 、 サ ミッ トの雰 囲気 を感 じて 貰

え る よ うな もの と した い。

 した が って 、 筆 者 が 個 人 的 に興 味 を持 っ た 論 文 発

表1件 とサ ミ ッ トの 中心 で あ る パ ネ ル 討 論2件(特

に1件 は サ ミ ッ トの 予稿 集 に 載 せ られ て い な い も

の)に つ い て報 告 す る。 な お、 論 文 発 表 お よび パ ネ

ル 討 論 の全 題 目 を以 下 に示 す 。

 な お 、 今 回 のサ ミ ッ トの発 表 に お い て 特徴 的 な も

の と して は、 大 規 模 コ ー パ ス の 統 計 的 利 用 と、 大 規

模 辞 書 作 成 支 援 が 、 あ げ られ よ う。 前 者 は、 論 文 発

表2、5で 、 ま た後 者 は 、 論 文 発 表2、3、8で 触

れ られ て い る 。 ま た 、 パ ネ ル 討 論 にお い て も、 関連

す る コ メ ン トが な され て い た。

論 文 発 表

 1.An Architecture Sketch of Eurotra-II

 2.Advances in Machine Translation Research in IBM

 3.Ultra:AMulti-lingual Machine Translator

 4.Capturing Language-Specific Semantic Distinc-

  tions in Interlingua-based MT

 5.ArchTran:ACorpus-based Statistics-oriented

  English-Chinese MT System

 6.The METAL System

 7.Applying an experimental MT system to a realistic

  problem

 8.Automation of Bilingual Lexicon Compilation

パ ネ ル 討 論

 1.The MT User Experience

 2.Building the Customer Base

 3.International Perspectives on MT

 4.Where do Translators Fit into Machine Transla一

 lion?

5.Evaluation of MT Systems

6.At the Forefromt of MT Research

7.Applications of MT Technology

[内容紹介]

【論 文発 表 報 告 】

 Capturing Language-Specific Semantic Distinctions in

Interlingua-based MT

 中 間 言 語 方 式 に よ る機 械 翻 訳 シ ス テ ム に つ い て の

発 表 。 こ の シス テ ム は、Translation divergences(T.

D)やTranslation mismatches(T. M)が 存 在 した

場 合 に も、 正 し く、 自然 な 翻訳 が で きる こ と と、 シ

ス テ ム に新 しい 言 語 を追加 す る 場合 の コス トを少 な

くす る こ と を 目的 と して い る。

 こ こ で、T. Dと は 、 ソー ス 言語 の 文 と ター ゲ ッ

ト言 語 の文 とが 、 同 じ情 報 を持 っ て い る が 、 そ の 構

造が 異 な って い る こ とを い い、T. Mと は 、 両者 の

持 つ 情 報 そ の もの が 異 な っ て い る場 合 を い う。

た とえば 、 英語 で は 「数 」 の情 報 が必 要 だが 、 日本

語 で は必 要 で な い 。

 した が っ て 、 日 英 翻 訳 の 場 合 に は 、 シ ス テ ムが

「数 」 の 情 報 を補 っ てや らな くて は な らな い し、 英

日翻 訳 の 場 合 に は、 そ の情 報 を無 視 しな くて は 自然

な翻 訳 には な ら な い。 こ の よ うな例 は 、単 語 に 関 し

て も起 こ りう る。 例 え ば 、 ス ペ イ ン語 で は 、英 語 の

fishと い う単 語 に対 応 す る もの と して 、魚 が 自然 の

状 態 にあ る か、 捕 ら え られ食 べ られ る状 態 に あ る か

に よ っ て 、 別 の 単 語 を 用 い る 。 この よ う な 場 合 に

は、 翻 訳 シ ス テ ム は 文脈 あ るい は領 域 知 識 を用 い て

情 報 を得 、 適 切 に訳 し分 け な くて は な らな い 。 この

シ ス テ ム で は 、 意 味 に注 目 した 中 間 表 現 を用 い る こ

とに よ り、 これ を可 能 に して い る。

 T。DやT. Mを 考慮 して文 生 成 を行 な う場 合 に

は 次 の2つ の 課 題 を処 理 す る こ とが必 要 で あ る。

・言 うべ き こ と を表 現 した 、 自然 な テ キ ス トの生 成

・ソ ース テ キ ス トの構 造 を利 用 す る こ とに よ り対 応

す る ター ゲ ッ トテ キス トの構 造 を生成

 トラ ンス フ ァ方式 で は 、 この よ うな 処 理 を トラ ン

ス フ ァ規 則 を用 い て行 な う こ と にな る が 、T. Mの
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処 理 に必 要 な情 報 を その よ う な親 則 を用 い て得 る こ

と に は、 困 難 が 伴 う場 合 が あ る。 した が っ て 、本 シ

ス テム で は 中 間 言語 方 式 が採 用 さ れ た。

 T.DやT. Mに 関 わ る 問題 は 、実 は翻 訳 に お け

る問 題 なの では な くて、 生 成 にお け る 問題 な の で あ

る。 た だ、 単 で}語 の 生 成 シス テ ムの 場 合 とは違 っ

て 、 機 械 翻 訳 にお い ては 、 「その よ う な問 題 を起 こ

さ ない よ う な意 味 表 現 」 を採 用 す る こ とが で きな い

た め に、 よ りシス テマ テ ィ ック な解 決 法 が 要求 さ れ

るの で あ る 。

 た と えば 、 あ る意 味 表 現 を(生 成 に適 した)別 の

構 造 の 意 味 表 現 に 変換 す る こ とが 要 求 さ れ る。

 本 シ ス テ ム で は翻 訳 は次 の よ う に行 な われ る。

・ソー ス 言 語 の 文 を ソ ー スDRS(Discourse Repre-

 sentation Structures)に 変 換 す る。

・ソ ー スDRSを 中 間 直言語 に変 換 す る
。 (現 在 の

 所 、 この 段 階 で は 、何 も処 理 を行 な わ な い。)

・中 間 言語 を ター ゲ ッ トDRSに 変 換 す る。 (何 を

 表 現 す るか を決 定)

・ター ゲ ッ トDRSか ら ター ゲ ッ ト言語 の 文 を生 成

  (ど う表 現 す るか を決 定)

 後 半の2つ は 互い に フ ィ ー ドバ ック を繰 り返 しな

が ら、 文 を4三成 して い く。

【パ ネル 討 論 報 告 】

1.Evaluation of MT Systems(機 械 翻 訳 シ ス テ ム の

 評価 は どの よ うに す るべ きか)

 University of GenevaのMargaret King氏 を チ ェ ア パ

ー ソ ン と し
、New Mexico State UniversityのYorick

Wilks氏 、 University of GothenburgのSture Allen LC;、

University of StuttgartのUlrich Heid氏 、 Union Bank of

SwitzerlandのDoris Albisser氏 ら に よ っ て 行 な わ れ

た 。

 Margaret King氏 は 、 各 パ ネ リ ス トが 、 系 統 だ っ た

コ メ ン トを 行 な え る よ う に 、 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 評

価 を い くつ か の 側 面 か ら 切 り出 して み た 。 ま ず 、 評

価 者 と して 、 研 究 者 ・研 究 ス ポ ン サ ・開 発 企 業 ・シ

ス テ ム 開 発 者 ・商 用 シ ス テ ム 購 入 者 を 考 え る 。 何 を

評 価 して い る か(質 ・速 度 ・取 り扱 え る,言 語 現 象 ・

コ ス ト等)ま た 、 何 が 評 価 さ れ て い る の か(今 、 開

発 段 階 の シ ス テ ム な の か 、 あ る い は 最 終 の 商 品 で あ

る の か 等)を 認 識 す る こ と が 必 要 で あ る 。 シ ス テ ム

の 評 価 は 、 シ ス テ ム の 内 部 を 知 っ て 行 な う の と 、 入

出 力 の み を 見 て 行 な う の と で は 、 違 っ て こ よ う 。 出

力 を ど の よ う な 基 準 で 評 価 す る の だ ろ う か?実 際 に
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評価 を行 な うた め に は 、 シス テ ム の出 力 を検 討 し、

値 をつ け る こ とが 必 要 とな る。 こ の よ う な場 合 に 、

入力 文 と して 、[1語 現 象 を網 羅 す る よ うに選 択 さ れ

た 文 の セ ッ ト(test suites) を用 意 す る こ と は難 し

い 。

 ・方 、 既存 の 大 量の 文 に対 して 出 力 を検 討 す る こ

とは 、 時 間 と費 用 が か か る。 総 合 的 な評 価 を ど う行

な うか が 難 しい 課 題 で あ る。 た と え ば、 誤 りの解 析

を考 え る と、1)エ ラー そ の もの が 個 別 の シ ス テ ム

に 依 存 し 、2)し か も 、 (a)何 が エ ラ ー か?

(b)ど ん な エ ラー が あ るか?(c)エ ラ ー の原 因

は?と い う よ うに すべ て シ ス テ ム に依 存 して い る。

 Wilks氏 は研 究者 の 立場 か ら、研 究者 も翻 訳 の対 象

を 予め規 定 して研 究 を行 な っ て い る こ と、test suites

や 旧 来 の 言語 理 論 か ら離 れ て 現 実 の文 章 を対 象 とす

るべ きで あ る こ とな ど を示 した。 ま た、 評 価 が 出力

の 質 あ る い は コス トで 行 な われ る と して、 翻 訳 支 援

シ ス テ ム は 高 い 評価 を得 る こ とが で きる か も知 れ な

い が 、研 究 者 に とっ て は 満 足 で き る もの で は な い と

も述 べ た 。 評価 基 準 と して は1)Linguistic Method

2)Technical Method 3)Organizational Meth(x1等 が

示 され た 。

 Allen氏 は 、研 究 ス ポ ンサ の 立場 か ら、 EUROT

ORAの 経 験 を 踏 ま え て 、 総 合 的 な コ メ ン トを行

な っ た 。

 Heid氏 は 開発 者 の立 場 か ら、 シ ス テ ム作 成者 と使

用 者(例 え ば 、研 究 室 と ソ フ トウ ェ アハ ウ ス)の 協

力 と、 シ ス テ ム の見 通 しの 良 さ(transparency)の 重

要性 を述 べ た 。 また 、 評価 にお い て注 目す べ き点 と

して 、 シ ス テ ム の 拡 張 性(ア ー キ テ ク チ ャ ・文 法 ・

辞 書 等)、 ハ ー ドウ ェア 依 存 性 、 リイ ン ブ リメ ンテ

ー シ ョ ンな どを示 した 。

 Albisser氏 は、 スイスユニオン銀行での実際のシ

ステム使用経験からの機械翻訳システムの定量的評

価について述べた。これは、単に出力の質のみでは

なく、システムの総合的な評価 を言語的側面 ・環境

的側面 ・組織的側面 ・供給者 との関係の側面の4つ

で行なうものである。言語的側面では、文の複雑 さ

を4段 階に、また、誤 りのタイプを2段 階に評価

し、得点化する。環境的側面では、移植性 ・入出力

インタフェース ・外部辞書との関係 ・操作性等が評

価 される。組織的側面では、利用者の内部事情(辞

書作成者が必要か?現 在いる翻訳者を訓練すること

ができるか?翻 訳量は?シ ステムにかけることので
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きる コス トは?等)に 沿 っ て 評価 が 行 な わ れ る。 実

際 の 評価 は 、Logos、ALPS、METALに

対 して行 な わ れ た。

2.At the Forefront of MT Research(機 械 翻 訳 研 究 の

  最 前 線)

 CMUのJaime Carbonell氏 を チ ェ アパ ー ソ ン

に、IBMのPeter Brown氏 、 A T RのAkira Kure-

matsu氏 、 CICCを 代 表 し て 東 京 工 業 大 学 の

Hozumi Tanaka氏 、 慶 応 大 学 のMasaru Tomita氏 に

よ って 行 なわ れ た 。

 まず 、Carbonell氏 が 、 機械 翻訳 の 最 近 の新 しいパ

ラ ダイ ム と して 、 超 並 列(massively paralell),ニ ュ

ー ラル ネ ッ ト
,Example based MT等 を紹 介 した。 ま

た,ユ ーザ フ レン ドリー なOCRが 組 み 込 まれ た シ

ス テ ム、DTP機 能 を備 え た シ ス テ ムが 普 通 に出 回

る よ う に な っ て い る こ とに も触 れ た 。n_,後 の 機械 翻

訳 研 究 の 大 きな流 れ と して は機 械 翻 訳 そ の もの の 進

化 と、 機 械 翻 訳 の 拡 張(例 えば 、speech-to-speech)

とい う二 つ の 流 れ が あ る との 意 見 で あ っ た。

 次 にBrown氏 が 、 I B Mで 行 な われ て い る確 率 的

(統計 的)手 法 を用 い た文 脈 的 ア プ ロー チ の 機 械 翻

訳 シ ス テ ム に つ い て述 べ た 。 これ は 、 カ ナ ダ議 会 の

英 語 お よ び フ ラ ン ス語 の の 文 書 を対 象 と してお り、

まず 、英 語 か らフ ラ ンス語 へ の 翻訳 時 の 確 率 を例 文

等 を用 い て 求 め て お き、 そ の 情 報 を用 い て逆 方 向 の

翻 訳 を行 な う。100個 の短 い 文 で テ ス トした と ころ,

翻 訳 の精 度 は約50%で あ っ た。 最 も性 能 の 良 い 商用

シス テ ム で も、60%の 精 度 で あ る の で 、 あ る程 度 の

制 度 は保 た れ る。 しか し、 よ り高 精 度 の 翻 訳 を実 現

す る に は、 世 界 知 識 や 文 脈 が 必 要 で あ る とい う。

 Kurematsu氏 はATRの プ ロ ジ ェ ク ト、 S L-T

RANS(音 声 言 語 翻 訳 実 験 シス テ ム)に つ い て

の 説 明 を行 な った 。 ビデ オ に よ る デ モが 準 備 さ れ

て い たが 、 残 念 な が ら トラ ブル が あ り、 実 現 しな

か っ た。

 会 議 の 受 け付 け にお け る会 話 文 に分 野 を 限定

(specific domain)し た 音声 に よる 日英機 械 翻 訳 シ

ス テ ム で あ り、 現 状 の シス テ ム は語 彙 数 が400語 程

度 で、 制 限付 の会 話 文(Controlled Spoken Language)

を対 象 と して い る。 シ ス テ ム は音 声 認識 、ユ ニ フ ィ

ケ ー シ ョ ン ・パ ー ザ ー を利 用 した 言語 処 理 、 音声 合

成 な どで構 成 さ れ て い る。 今 後 の計 画 と して は 、今

後5年 で語 彙 数 を3,㎜ 語 に 、今 後10年 で10,㎜ 語 程

度 に し、 限 られ た ドメ イ ン(現 在 のSpecific Domain

よりも広いLimited Domain)を 扱うようにする計画

である。

 今後の課題 としてはill-formedな入力でも解析でき

るロバス トなシステム不特定話者への対応 音声認

識の精度向上 リアルタイム処理多量の翻訳対の収

集語彙の増大等があげられていた。

 Tanaka氏 はCICCプ ロジェク トについて発表 し

た。 このプロジェク トでは政府開発援助のもとに、

中間言語方式で日本語、中国語、タイ語、マ レーシ

ア語、イン ドネシア語の間の多言語機械翻訳システ

ムを開発中である。現在,中 間言語の概念の集合及

び概念問の関係の集合 を作 っている。今後の5年 で

大規模なコーパスを用いて評価 を行い標準化 を進め

て行 く。今後10年 では、EDRの 大規模辞書を利

用 していく予定である。また、基礎研究あるいは意

味処理 ・文脈処理の研究 も行なう。

 Tomita氏 は慶応大学の計算機環境を中心にユーザ

の教育の必要性に触れた。慶応大学の藤沢キャンパ

スでは、400台 以r_のUNIXマ シンがあり、24時 間

体制で電子メイルやニュースが利用できる環境であ

る。このようにキャンパス内にネットワーク環境 を

整備 し、そのもとで機械翻訳システムを利用できる

ようにする。機械翻訳 システムあるいは、ユーザイ

ンタフェースの改良も大切だが、ユーザの"改 良"

も大切である。 機械翻訳システムとしては、SUNl

Sparc statioa f:に沖電気のPENSEEIEJを 置き、それを

学生に使ってもらうというプランを持っている。学

生に日本語でエッセイを書いてもらい、そのエッセ

イを機械翻訳を用いて英語に翻訳する。その際、英

語の後編集は行 なわずに、良い英語が出て来るま

で、何度 も日本語を書き直し、機械翻訳にかける。

 その過程で自然に機械翻訳の使い方が分かるよう

になるのではないだろうか。将来は英日について同

じことをする計画である。

 質疑応答では、Tanaka氏 からBrown氏 に確率的

手法ではこれまでに、構築されてきた、言語理論等

を無視することになるのではないかとのコメン トが

なされた。また、MTに 理論はあるか?と いう質問

があったが、部分的な理論はあるが統合理論がない

との考えが、同 じくTanaka氏 から示された。

(電子技術総合研究所 知能情報部自然言語研究室

            主任研究官 井佐原 均)

【ライブデモ報告】

 展示と併行 して7月2日 ～3日 に同ホテル ・チヤ
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イニーズルームで、各社毎にライブデモ(30分)

が実施された。20～30名 程度の聴衆が参加 して

いたが、質問は比較的少なかった。LOGOSとS

YSTRANの 説明時に 「日本語の場合、一一文中に

動詞が3個 以.ヒある重文や複文、重複文の解析はか

なり困難であり、前編集による解析結果の修正が必

要になるが、英語や仏語の場合はどうか?」 という

質問をしたところ、けげんな顔をされ 「英語や仏語

ではそんなことはない。 どのような場合でも70点

位の翻訳品質が得 られる。」 という返答があった。

「日本の研究者だけなぜ こんなに苦労 しているのだ

ろうか。」 とい う思いが…瞬、頭の中を駆け抜け

た。

 比較的よく似たヨーロッパ語族問の翻訳 を考 えて

きた欧米の研究者 と、全 く異質な言語間の翻訳 を考

えてきた日本の研究者 とは、翻訳に対する考え方が

違っているのではないかという感 じがした。また、

日本で開発 された技術を、外国の翻訳システムが積

極的に導入すれば、さらに翻訳品質が向上するので

はないだろうか。

【ポ ス ター報 告 】

 7月3日10時 ～15時 キ ャ ビネ ッ トル ー ムで 開

催 さ れ た。

 ポ ス ター に採 録 され た 論文 は 、 日本 と米 国 が 各4

件 、欧 州 の2件 計10件 で あ っ たが 、 論 文 の 著 者 が

常 時 待 機 し説 明 を行 っ た もの は 、 この うち 半数 に と

ど ま り人 気 は薄 か っ た。

 そ の 中 で も実 用 性 の 面 か ら、利 用者 に使 い 易 い カ

ス タマ イ ズ機 能 を整 備 した 東 芝 の 発 表 と、研 究 面 か

らプ リエ デ ィ ッ トせ ず に 高 品 質 の 翻訳 が 得 られ るか

を 示 したNTTの 発 表 は 好 対 照 で あ った 。 以 下 、

日 ・米 か ら発 表 され た ポ ス ター セ ッシ ョン論 文 の概

要 と所 感 等 を報 告 す る。

・EJ1肥Machine Translation System ASTRASAC -

 Extension toward Personalization

      くくHideki Hirakawa他 、 東 芝 、 日本>〉

 ・東 芝 が 開発 した 日英/英 日機 械 翻 訳 シス テ ム の

  概 要 と、MT SUMMIT以 降 に新 た に 追加 さ れ た

  利 用 者 に対 す る カ ス タマ イズ(Personalization)

  機 能 が発 表 され た。

 ・主 なPersonalization能 は、 以 下の 通 りで あ る。

 *英 語 ドキ ュ メ ン トに対 す るOCR入 力 のサ ポ ー

  ト(印 刷 文 書 の認 識 率99.7%)

 *DTP文 書 との リ ン ク
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 *翻 訳 方 法 の カ ス タマ イズ(各 種 のlinguistic pa-

  rameterが 用 意 され て い る)

  [例]日 → 英 主 語 の な い 文 の扱 い

        一受 身/人 称 代 名 詞/it/命 令

         形/利 用 者 定 義 ス トリ ング

  [例]英 → 日 分 詞構 文 の訳 出

        一 して/す る の で/し なが ら

 *辞 書 の カ ス タマ イズ

 *利 用 者 の 文 書 を使 った カ ス タマ イ ズ

翻 訳 対 象 文 書 中 の他 の情 報 を使 用 して 曖 昧 性 を除 去

す る。

  [例]output primitivesのoutputは 、4つ のcatego-

     rial ambiguities(noun verb(infinitive

     past form、 present participle form))を 持 つ

     が 文 書 の 他 の 部 分 にof output primitivesと

     い う表 現 が 出現 す れ ば 、outputはnounと

     推 定 で きる。

・Toward an MT System without Pre-Editing:Effects of a

 New Method in ALT-J/E

      <<Satoru lkehara他 、 N T T、 日本 〉〉

 ・前 編 集 な しで高 品質 な 日英機 械 翻 訳 をす る ため

  に必 要 な方 式 の 概 要 を発 表 した もの で あ る。

 ・直訳 困 難 な 日本 語 も意訳 で き る よ う に、 以 下 の

  点 に着 目 した方 式 を採 用 して い る。

 *言 語過 程 節(時 枝 文 法)を ベ ー ス に して い る。

 *多 段 翻 訳 方 式(Idiomatic Expression Transfer、

  Semantic Valents Transfer General Pattern

  Transfer>を 採 用 して い る。

 *内 部 で 、 翻 訳 し易 い 日本 文 へ 自動 書 換 え して い

  る。

 *文 間の 意味 関係 を解 析 し、 文 脈 処 理(省 略 要 素

  の補 完)を 実 現 して い る。

 *言 語知 識 が体 系 的 に 集 め られ て い る。

 ・意味 属 性 体 系:3000カ テ ゴ リ

 ・構 文 辞 書  :15,000パ タ ー ン

 ・日本 語 単 語 辞 書(見 出 し語 数):40万 語

・前 編 集せ ず に翻 訳 す る ため に は 、 どの よ うな機 械

 /ど の程 度 の ル ー ル等 を用 意 す れ ば よ い か を、 実

 際 の 新 聞 記 事 の 翻 訳 に 焦 点 を あ て て 検 証 して い

 る。 言 語 知 識 も着 実 に集 大 成 され て い る。

  CMUか ら3件 、 知 識 ベ ー ス を導 入 したINTER-

 LINGUA方 式 のKANT(Knowledge-based Accurate

 Natural-language Translation)の 設計 思想 、構 成概

 要 を紹 介 した もの で 、 人 間 の介 在 な く高 品 質 な 翻
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訳 結 果 を 得 る こ とが 狙 い で あ る。 電 子 工 学 系 の 技

術 マ ニ ュ ア ル を対 象 に、 英/日 、 英/仏 、 英/独

に翻 訳 す る シ ス テ ム を 開発 中 で あ る。

 英 語 辞 書 の 規 模 は 一般 用 語14、000語 、 専 門用 語

が 約4～500語 であ る。

 2件 目は 、 並 列 処 理 プ ロセ ッサSNAP(Se-

mantic Network Array Processor)hに 開 発 され た

Memory-Based MTシ ス テ ム の発 表 で あ る。 ホ ス ト

マ シー ン と してSun31280が 使 用 され 、実 験 は比

較 的 単純 な文 を例 に して い たが 、今 後 の成 果 が期 待

され る。

 3件 目 は、JANUS system連 続 音声 発 生 の 英 語

を、 日本 語 と独 語 の 音 声 に翻 訳 す る シ ス テ ム で あ

る。 国際 会 議 予 約 の 対 話 を例 にLR Parser(富 田

氏)とConnectionist Parser(Jain氏)を 使 用 した 場

合 の翻 訳 結 果 を比 較 してい る。

 (NTT情 報 通 信 処 理研 究 所 メッセージ システム研 究 部

            主 幹研 究 員 坂 間 保 雄)

【展 示 報 告 】

 7月1日19時30分 ～7月4日13時 まで,4日

間 セ ッ シ ョ ンが 開催 さ れ た 同 じホ テ ル のSTATE

ROOMで 行 わ れ た 。 M Tシ ス テ ム デ モ ン ス トレー

シ ョン に参 加 した メ ー カ及 び研 究 開発 機 関 は 、22

件 、 この う ち 、 半数 の11件 が 日本 か らの 参 加 で

あ っ た 。 特 に 日立 、 富 士通 は2こ まブ ー ス を使 い 、

説 明 員2名(英 日、 日英)と ア メ リカ 人 の ナ レー タ

を準 備 し4名 体 制 で説 明 に 当 た っ て い た し、 特 に 日

立 は 企 画 会 社 へ 依 頼 して 日立 専 用 ブ ー ス を作 る力 の

入 れ よ うだ 。

(通 信 派)富 士 通 は ワ ー プ ロのOASYSポ ケ ッ ト

か ら 日本 文 を入 力 の後 、NIFTYとATLASを

接 続 して 、 数 分 後 に 英文 が で きあ が って くる。 同 じ

くSYSTRANは パ ソ コ ン(IBMPC)端 末 か ら

オ ン ラ イ ン で カ リ フ ォル ニ ア のIBM本 体 に ア ク セ

ス す る方 法 で シ ス テ ム を見 せ て くれ た。SYSTR

ANの もう 一 つ の特 徴 は 、 DTP機 能 が 付 加 され て

い る点 が 良 い 。

(ラ ッブ トッ プ派)東 芝 、 カテ ナはSPARCLT

を使 い、 翻 訳 シ ス テ ム を動 か す 。NEC、 三 菱 は ワ

ー ク ス テ ー シ ョン に ラ ッ プ トッ プパ ソ コ ン(PCノ

ー ト
、AXノ ー ト)を2～3台 接 続 す る シ ス テ ム で

あ っ た。

 NECは 利 用 ユ ー ザ で あ るIBS桜 井 社 長(翻 訳

会 社)と の協 力 体 制 で参 加 。

 ユ ーザ とメ ー カ の 協 同 で 、 ・般顧 客 はPCVAN

を通 してPIVOTを 使 い翻 訳 家 のP祀 一PostEditが 必

要で あ れ ばIBSが 対応 して くれ る とい う 事で 、デ モ

で は具 体 的 な経 験 に基 づ く事 例 で 説 得 力 が あ っ た 。

 カテ ナ リソ ース は 、ス ピー ドが速 い とい うセ ール ス

ポ イ ン トを全 面 に ア ピール 。

(実績 派)日 本 で 最 も販 売 して い る シ ャー プ(約600

台)と 沖(数 百 台)は 、 英 日翻 訳 シ ス テ ム の バ ー

ジ ョンア ッ プ したDUETS/JIIとPENSEEHが

実 績 を も と に 説 明 を して い た 。 湾 岸 戦 争 で 話 題 の

ブ ッシ ュ 大 統 領 決 断 の ス ピー チ を訳 しBUSHを

(ブ ッシ ュ大 統 領 と潅 木)BAKERを(ベ ー カ ー

国務 長 官 とパ ン屋)とCJう よ うに文 章 の 内容 を選択

し訳 語 の 抽 出 を変 え て見 せ て い た 。 この 説 明 は 、 日

本 語 を充 分 理 解 で きな い 人 で も、 意味 の 違 い を正確

に機 械 が 訳 し分 け る 事 を説 明 して い た 。 また 翻 訳 結

果 失 敗 の 場 合 に、 ◇ 印(失 敗 マ ー ク)を 出 す こ とで

感 心 した 人 も多 い よ う だ。

 次 に各 ブ ー ス の出 展 者 に 聞 いた 。 【来場 者 の 質問 ベ

ス ト10】 を ま とめ てみ た。

 1.シ ス テ ム の価 格 は い く らか?

 2.現 状 展 示 機 能 と今 後 の他F-1語 間 との 開発 計 画?

 3.ソ フ トウ ェ ア ー のバ ー ジ ョ ンア ッ プ を ど うす

   る か?

 4.開 発 言語 は何 か(C言 語..)?

 5.本 体CPUは 何 か(MC68030..)?

 6.入 力 方法 は(OCRは 接 続 可 能 か)?

 7.Post Editの 方法 を操 作 面 か ら見 て使 い易 い か ど

   うか?

 8.開 発 メ ンバ ー の 人 数 及 び 開発 期 間?

 9.開 発 開 始 時 期 と発 売 予定 時期?

   また 、 発 売 して い る場合 は 、 ア メ リカ で販 売

   して い るの か?

10.今 後 の 問 い合 わせ 先 は?

 CNN-TV取 材 もあ り、 各 ブ ー ス で は熱 心 な 質

問 や 意見 交 換 が あ り盛 況 で あ っ た。

   (シ ャー プ(株)情 報 シス テ ム研 究 所 信 田 恵壱)
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(MTSYSTEM DEMONSTRATIONS
メーカ名称 及び

開発研究機関名称

1

国名 シ ス テ ム 名

Catena-Resource          ',

Laboratories Inc.

Center of the International

Cooperation for Computerizations

≡°NCERNCS,lnc.UROTRA一二ATA&EUROTRA-NL

F・ji・・uLimi・・d   l

Hitachi, Ltd.

Intergraph Corporation

Japan Electronic Dictionary

Research Institute, Ltd.     1,
Linguistic Products  II

L。9。、C。rp。ra・i。,   1

日本

翻訳対象言語

2.

3

4

EO

6

7

8

9.

io.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

Mitsubishi Electric Corporation

NEC
.    l

Computing Research Lab°rat°ry

-New Mexico State University

NTT Communications and lnfor-

mation Processing Laboratories

Oki Electric Industry Co., Ltd.

                 1
SHARP CORPORATION

Siemens Nixdorf Information

Systems, Inc・         I

Socatra XLT Inc.

SYSTRAN

Toshiba Corporation

Translation Technologies

International, Inc.

日本

ス ウ ェ ー デ ン

 ア メ リ カ

  ドイ ツ

 日本

 日本

ア メ リカ

日本

ア メ リカ

ア メ リカ

 日本

 日本

ア メ リカ

日本

日本

日本

ドイツ

カ ナ ダ

ア メ リカ

 日本

ア メ リ カ

[rHICATS」
[「DP/Translator」

「電 子 化 辞 書 」

!「PC-Translatorf

fLOCOSI

「MELTRAN-JIE」

「PIVOT」

(ULTRA)1

rsTARI         E⇒J

                  I rThe Translator」 E⇒J

「MTs for AslAN LANGuAGEs」l J!chi1タ イ1イ ン ドネ シア

                  レマ レー(相 互 間)

「STYLUS」        E⇒Ru

「Linguistic Toolkitsf      E!FISp!JIKo(相 互間)

fCAT2J        E/F/G fMiMo2J

                   E/DU/Sp

rATLAS」   陣 ⇔J・ 冊 ・・ry・

fALT-J/EJ

fPENSEEJ

「DUET-E!JIII

fMETALJ

1「XLT」

「SYSTRAN」

('ASTRANSACJ

「TOVNA」

EpJ

E⇔GE⇔FE⇒Sp

E⇒lt

EpSp EpF

E⇔ デ ンマー クE⇔Sw

E⇒SpE⇒FE⇔G

E⇒lt

JOE

EpJ

EIGlJ/Sp1Chi(相 互 間)

JOE

EpJ

・E⇒J

GpE

EpF

 E⇔FE⇔GE⇒Sp

E⇒ltE⇒Du E⇒Po

 E⇒ アラビ アRu⇒E

IEpJ

旨F⇒ESp⇒EG⇒E

アラビ ア⇒EChi⇒E J⇒E

Kos E

E;英 語J;日 本 語Chi;中 国F;フ ランスG;ド イッSp;スペ インSw;スウェーデ ンlt;イタリアDu;オランダPo;ポ ルトガ ルKo;韓 国Ru;ロ シア語

                                    ⇔;双 方 向翻 訳 ⇒;・方 向翻 訳1;相 互 間翻 訳
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研究機関の紹州

第 一 回

財団法人 国際情報化協 力センター (ClCC)

 CICC機 械翻訳システム研究所は、1987年

に財団法人国際情報化協力センター(CICC)内

に、通商産業省の委託によるODAプ ロジェク ト、

「近隣諸国間の機械翻訳 システムに関す る研 究協

力」プロジェク トを実施するために設けられた。こ

のプロジェク トの目的は、近隣諸国との言語の障壁

を取 り払うことにより、口本と近隣諸国間の産業 ・

技術のより一層効果的な交流を図れるようにするも

のである。このため、このプロジェク トでは、日本

語、中国語、インドネシア語、マ レーシア語、タイ

語の5ヵ 国語を相互に翻訳することができる多 言語

機械翻訳 システムを開発することを目的 としてい

る。機械翻訳システムの共同開発を通 じて、①プロ

ジェク トの成果を活用することにより、近隣諸国間

の技術 ・文化の交流が一一層促進される、②プロジェ

ク トを通 じて、 日本から相手国に先端技術 である情

報処理技術が効果的に移転され、また情報化を進め

るうえで必要な人材が育成 され、情報処理技術 の振

興に役立つ、③ この技術開発 によって派生する、ワ
ープロ開発など相手国言語での情報化基盤技術が確

立される、などの効果が期待 されている。

 このような目的を達成するために、CICCが 開

発 している機械翻訳システムは中間C-コ語方式を採用

している。中間言語方式は、全ての言語に共通 した

意味表現を設定 し、 これを軸に翻訳を行う方式であ

り、① システム開発 を効率的に行なうことができる

こと、②翻訳対象言語の追加が容易であること、③

言語毎の開発が可能であることなどにより、多言語

機械翻訳システムに最 も適 した方式であるというこ

とができる。このシステムでは、情報処理の分野を

モデルケースとして、その分野における文献を実用

的な速さ、正確 さで翻訳することができることを実

証する。この実証システムの目標は、速度 について

は、標準的なワークステーションを使用 した場合で

1時 間あた り5千 語、精度については、原文が文法

的に正 しく、かつ原文中の単語がシステムの辞書に

含 まれている場合で、90%以 上としている。さら

に翻訳の質を高めるため、翻訳者が随時編集に参加

できるようにシステムを構成することとしている。

 基本的なシステムは、各言語について基本語辞書

5万 語、情報処理分野の専門語2万5千 語を搭載す

る。文法規則については、各言語について、解析 ・

生成各々3千 の例文 をもとに文法規則 を開発 し、そ

の後、大量のテキス トを用い、改良していく。この

他 に、文書の入力を行 う入出力システム(各 言語の

ワープロ及び中国語OCR)、 人手あるいは自動的

に前編集 ・後編集を行 う翻訳支援システム、さらに

これらの要素システムを統合 ・管理する総合システ

ムが開発 される。

 研究開発は電'技 術総合研究所の指導 ・助言のも

と、4ヵ 国の公的な研究機関(中 国:中 国計算機軟

件與技術服務総公司、イン ドネシア:技 術応用評価

庁、マレーシア:教 育省、タイ:国 立電子コンピュ
ータ技術センター)と 共同で進められているほか

、

日本のコンピュータ ・メーカー7社(富 士通、日本

電気、日立製作所、シャープ、東芝、沖電気、三菱

電機)の 協力を得ている。また、日本電子化辞書研

究所(EDR)と は辞書の開発について協力を行っ

ており、情報処理相 玩運用技術協会(INTAP)

にはOSI関 係の業務を委託 している。

 平成3年 度は6年 間の研究開発期間のうち4年 目

にあたる。今年度中には、各言語について基本語辞

書約4万 語、専門語辞書2万 語、解析 ・生成文法規

則各2千 文の作成が終 了する見込みであ り、多言語

翻訳システムの実現に向けて、個々の要素システム

を強化 ・拡充することに加え、一一つの機械翻訳 シス

テムとして各要素システムを統合化 してい くことが

必要な段階 となってきている。また、将来このプロ

ジェク トの成果である多言語機械翻訳 システムをど

のように利用 し、各国の情報化に寄与してい くか、

具体的な成果利用の方法についての議論が今後必要

とされるであろう。

      (CICC 機械翻訳システム研究所

         研究開発部長  寺本 義憲)
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日英/英 日機械翻訳システム <HEAVEN JE/EJ>

     三洋電機株式会社 情報通信 システム研究所

■ パ ソ コ ン版機 械翻 訳 シス テ ム 〈HEAVENJE

 /EJ>の 概 要

日英/英 日翻 訳 シ ス テ ム<HEAVEN JE/EJ>

(旦euristically 旦ngineered △dvanced Verbatim

ENeine)は 、機 械 翻 訳 か ら辞 書 編 集 、文 書編 集(前

編 集 、 後 編 集)な ど翻 訳 に関 す る作 業 を効 率 的 にサ

ポ ー トす る翻 訳 支 援 シ ス テ ム で す 。 こ の シ ス テ ム

は、 パ ソ コ ン(OS/2)で 稼 働 す る もので 、 ワ ー クス

テ ー シ ョンや 専 用 機 を必 要 とせ ず 、 低 価 格 で機 械 翻

訳 を実 現 で きます 。 しか も、 ・台 のハ ー ドウェ ア で

日本 語 か ら英 語 へ の翻 訳、 英語 か ら 日本 語 へ の翻 訳

を行 な う こ とが で き ます 。

■ 特 長

[1]パ ソ コ ン(OS!2)ヒ で機 械 翻 訳 を実 現

 これ まで 専 用 マ シー ンや ワー クス テ ー シ ョン 上 で

しか 稼働 しな か っ た 本 格 的 な機 械 翻 訳 が 、 パ ソ コ ン

上 で 実現 で きる よ うに な りま した。

○ パ ソ コ ン(OSは 、 OS!2)上 で 稼 働 します か ら、 お

 手 持 ち のパ ソ コ ンで 機 械 翻 訳 が ロ∫能 で す 。

OMS-DOS文 書 フ ァイ ル は そ の ま ま使 え ます か

 ら、 これ まで 蓄積 され た 文 書 フ ァイ ル の有 効 利 用

 が 可能 です 。

○日本語から英語、英語から日本語への翻訳を一台

 のハー ドウェアで行なうことができます。

○翻訳速度も日英翻訳システムで4,㎜ 語/時 、英 日

 翻訳 システムで5,㎜ 語/時 と高速な翻訳を実現 し

 ています。

[2]GUIを 用 い た使 い や す い翻 訳 操 作 環 境

 GUI(グ ラ フィ カル ・ユ ーザ ・イ ン タ フ ェース)を

提 供 す るOS/2のPM(プ レゼ ンテ ー シ ョン ・マ ネ

ー ジ ャ)を用 い て シ ス テ ム を実 現 。 マ ウス に よ る簡 単

な操 作 で 翻 訳 作 業 を行 な え ます 。

ロシステムの各機能

○..・括翻訳

○未知語検索

○辞書編集

○文書編集

○対話翻訳

○翻訳モー ド設定

○辞書ファイル管理

口翻訳支援機能

係 り受け、未知語、文分割位置、翻訳不要句指定な

どの前編集機能に加え、未知語検索機能を備え、充

実 した翻訳支援環境を提供 します。

'

a,

マヴス`好
翻言中   語分国 きi防翻言,辞 書編集

[1]_

近年 、高性能コンピュータの出現により、ソ
フ トウェアは巨大化 してしまったり

[21_

コンピュー タシステムは社会において重要な

役割を果 しつつあるので、信頼性の問題は無

視できない。

[3]_

ハー ドウェア1ノ ・      ・ に比べ
て、ソフ トウェアの生産霊は向 していない

n

〔4L

しか し ソフ トワェアの開発需要は極垂嵩に増
加 してい るc
〔5L
もしソフ トウェア開轟がコストダウンさ'れな
 N  噛9、

雛 委顯簾
(〉㎝P

翻訳'1、簑 回推疋

    指定
:r定耳箕り消し

洋 鼻 ・ 串累

 r・1置ヘル

scale by an

rウrnr3 nca

r5.

             1:lThe problem つf rel}3bi!itり Oan n◎t

             l;lbe igrゆred, ヒ疲∋cau5e Cof「lputer

Sり5tem is D1∂1Jir甲 an impOrtant

             聾;role on a sa;iaty:

             綴
The prQductivitソ of 30ft㌧傅re

             Pi(doesn't improve irl ocmparrison
Faith technolog;i pra7re=s of
             I'lll卜6rd儀qre or cOst imrlro㌔ ξ爬nt.

             lll
But dev610二 涌nt d6餉a師d of soft・Ufc

inCr5eses extrwnely.

図一1 対話翻訳画面例
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[3]高 度な言語処理

口翻訳エンジン部

文法規則の記述には、独 自の文法記述言語を

採用。柔軟な文法規則を構築。

名詞の意味分類や全体一部分分類を用いて文

法規則を構築 し、係受け解析の精度を向上。

口翻訳辞書

基本辞書の他に、ユーザ辞書、専門辞書の利

用が可能。

基本辞書として、日英(約5.7万語)、英 日(5

万語)を内蔵。

辞書編集機能を使 って、ユーザの使用環境に

合わせてシステムを構築することが可能。

                 表一2

表一1 日英/英 日機械翻訳システムの動作環境

動 作 環 境

本体

実 メモ リ

ハ ー ドデ ィス ク

os

32ビ ッ トパ ー ソ ナル コ ン ピュ ー タ

(デ ィス プ レ イ,キ ー ボ ー ド,マ ウス

8Mバ イ ト以 上

40Mバ イ ト以 上

OS/2 Ver.1.1以 上

日英/英 日機械翻訳 システムの仕様

*翻 訳仕様*

翻訳辞書

翻訳速度

*機 能仕様*

一括翻訳

対話翻訳

未知語検索

翻訳モー ド

設定

辞書編集

辞書ファイル管理

文書編集

日 英

基 本 辞 書:約57,000語+ユ ーザ 辞 書

約4,㎜ 語/時 、A4(1,600字)約4ペ ー ジ

日 英

英 日

基 本 辞 書 :約50,㎜ 語+ユ ー ザ辞 書

約5,000word/時 、 A 4(・11・ ・)約8ペ ー ジ

英 日

翻 訳 開 始,翻 訳 停 止,翻 訳 モ ー ド設 定

翻 訳,翻 訳 中 断,単 語 分 割,部 分 翻訳,辞 書 編 集,前 編 集(係 受 け,翻 訳 不 要 句,未 知 語,文 分

割 位 置 の指 定),文 挿 入 ・削 除 ・コ ピー,置 換,検 索,マ ウ ス(コ ピー,移 動,削 除),翻 訳 モ ー ド

未 知 語 検 索,未 知 語 リス ト表 示,辞 書 登 録

参 照 す る辞 書(基 本 辞 書1基 本+ユ ーザ 辞 書),出 力 形 式(左 右 対 訳/h下 対 訳/訳 文 の み),

1文 切 り出 し条 件,主 語 の な い 日本 文 の訳 1文 自動 切 り出 し,訳 文文 体

編 集 で きる辞 書(ユ ー ザ 辞 書,基 本辞 書),名 詞,動 詞,形 容 詞,副 詞,

形 容動 詞,連 体 詞,接 続 詞        動 詞 の 格 フ レー ム ・共 起 前 置 詞句 フ レー ム

ユ ー ザ 辞 書 初期 化 ・バ ッ ク ア ッ プ ・イ ンス トー ル,基 本 辞 書バ ッ クア ッ プ ・イ ンス トー ル

1行 挿 入,行 削 除,行 結 合,行 分 割,部 分 翻訳,翻 訳 前編 集,置 換,検 索,マ ウス,辞 書 編 集
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MMT'91北 京にて開催 され る

 さ る8月19口 よ り21日 の3日 閥 、 中 華 人 民共

和 国 の 北 京 にお いて 、多n語 機 械 翻 訳 国際 シ ンポ ジ

ウ ム (lnternational Symposium on Multilingual Machine

Translation'91=略 称MMT'91)が 、 日本 、 台 湾 、

米 国 、 フ ラ ンス か らの招 待 者 を含 む約150人 が参

加 して、 中 日青年 友 好 会 館 に お い て 開催 さ れ た 。特

に、 日本 か らは20名 を越 す 参 加 が あ っ た 。 中 国 か

らは、 若 い研 究 者 も多 く参加 して い た 。

 MMT'91は 、 近 隣諸 国 の 言語 を翻 訳す る機 械 翻

訳 シ ス テ ム 開発 プ ロ ジ ェ ク トを推 進 して い る 日本 の

国際 情 報 化 協 力 セ ン ター(CICC)の 機 械 翻 訳研

究 所 が 昨 年 東 京 に お い て 」 回 目 を 開 催 したMM

T'90に つづ く第:回 目の もの で あ る。今 回 は、 中

国情 報 処 理 応 用 国 際 シ ンポ ジ ウム(The International

Symposium for Chinese Information Processing Applica-

tion 1991>と 共 催 の形 で開 催 され た 。

 会議 で は 、CICC機 械 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク トの 紹 介

や 、 中 国が 担 当す る 部分 の 進捗 状 況 、 中 国 にお け る

自然 言語 処 理 研 究 な どの発 表 が あ った 。 また 、 招待

講 演 で は、 多 言語 機 械 翻 訳 や 自然 言語処 理 の現 状 や

問題 点 な どに つ い て 日本 、 台 湾 、 米 国 、 フ ラ ンス か

らの 発 表 が あ っ た 。 ま た 、 二 つ の パ ネ ル 討 論 が あ

り、 一一・つ は技 術 的 な観 点 か らの機 械 翻 訳 の研 究 ・開

発 の進 め方 に つ い て 、 も う一 つ は 管理 ・運 営 の 観 点

か らの機 械 翻 訳 の研 究 ・開発 の推 進 に つ い て 議 論 さ

れ た。

 会 場 で は 、 中 国 語 と英 語 の 間 の 同 時 通 訳 が 行 な わ

れ た。 した が っ て 、 中 国 人 の 多 くは 中 国 語 で 講 演

し、 そ れ以 外 の 人 は 英 語 で 講演 した 。 通 訳 の 質 は も

う一 つ とい う感 じで あ っ た。

 機 械 翻訳 シ ス テ ム の展 示 ・実 演 も行 な わ れ た。C

ICCが 開 発 を進 め て い る機 械 翻 訳 シス テ ム と 中 国

側 の 関連 シ ス テ ムが 実 演 され てい た。

 中 国 で は 、 大 きな 町 に は少 な くと も ・つ の機 械 翻

訳 研 究 が あ る とい わ れ て い る。 中 国 お け る機 械 翻 訳

研 究 の 歴 史 は 古 く、 した が って機 械 翻 訳 に大 き な関

心 が よせ られ て い る 。外 国 留 学 の 経 験 が あ る研 究 者

も多 く、 日本 な どで 見 られ る新 しい タ イ ブの 計 算 機

もあ り、研 究 は 着実 に進 め られ よ う と して い る よ う

に見 受 け られ た 。 また 、 中 国研 究 者 が 日本 の研 究 者

に向ける関心 も高く、このシンポジウムを通 じて多

くの研究者の間で暖かい交流が行なわれたようであ

る。   (九州工業大学 情 r.学部 野村浩郷)

晦           蘇
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日本機械翻訳協会、来年3月 に展示会 とセミナーを開催

 口本 機 械 翻 訳 協 会(JAMT:Japan Association for

Machine Translation)が 、 来 年 の3月18日 ～19日

に 東京 港 区 のTEPIAで 、機 械 翻 訳 シ ス テ ム に 関 す る

展 示 会 とセ ミナ ー と して 「MTフ ェ ア」 (仮称)を

開催 す る。 さ らに、1993年 に はJAMTが 中 心 とな

り 日本 で 「第4回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ ト」 を 開催 す る こ

とが決 定 さ れ て い る 。

 JAMTは 今 年4月 に設 、ン1され た、 機 械 翻 訳 に 関

す る研 究者 と製 品 ベ ン ダ ー、 お よ びユ ーザ ー か らな

る組 織 で あ る。 昨年ll月 に 日本 で 開催 され た 「多 言

語 機 械 翻 訳 国 際 シ ンポ ジ ウ ム(MMT'90)」 で各 国

に提 案 され 、今 年7月 初 め に米 国Washington,D.C.で

開催 さ れ た 第3回 「MTSummit(機 械 翻 訳 サ ミ ッ

ト)」 で 設 立 さ れ た 「国 際 機 械 翻 訳 協 会(IAM

T:Intematinal Association for MachineTranslation)」 の

地 域 組 織 と して の役 割 も持 つ 。IAMTの 会 長 で も

あ る 長尾 真 京都 大 学 教授 がJAMTの 会 長 を務 め て

お り、 こ の分 野 の 著 名 な研 究 者 や セ要 コ ン ピ ュ ー

タ ・メ ー カ ー 、機 械 翻 訳 シス テ ム の利 用 に取 り組 ん

で い る 大手 翻訳 会社 な ど、 法 人48社 と個 人140

人 が参 加 して い る。

 MTフ ェ ア の 内 容 につ いて は 日程 と会 場 以外 は ま

だ決 まっ て い な い 。 しか し、 ほ と ん どの機 械 翻 訳 シ

ス テ ム ・ベ ン ダー と セ要 な研 究 者 がJAMTに 参 加

して い る こ と を考 え る と、 展 示 会 とセ ミナ ー の い ず

れ も、 あ る程 度 の 質 と規 模 を備 え た もの に な る こ と

が期 待 され よ う。

 また 、7月 のIAMT設 立 に合 わせ て 、 JAMT

と同 じ よ うに欧 州 の 「EAMT(European Association

for Machine Translation:欧 州機 械 翻 訳 協 会)」 と、 米

国 とそ の周 辺 各 国 の 「AMTA(Association for Ma-

chine Translation in Ame ricas:米州 機 械 翻訳 協 会)」 と

い う組 織 も発 足 した 。 さ ら に今 後 は 、 通産 省 の ア ジ

ア5力 国 語 間 の機械 翻 訳 シス テ ム 開発 プ ロジ ェ ク トに

参 加 して い る ア ジア 各 国 で も同 じ よ うな組 織 を発 足

させ る 方針 で あ る。

 IAMTはJAMTと 同 じよ うに研 究者 と メー カ

ー
、 ユ ーザ ー を含 め た国 際 交 流 を 目 的 と して い る。

 MTサ ミ ッ トも今 後 はIAMTの 主催 に な る。 第

4回 となる次回は93年 にJAMT主 体により日本

で開催 し、第5回 は95年 にEAMTが 欧州で開催

する予定。

(付 記:こ の 記 事 は 、 日経BP社 の 許 可 を 得 て

1991.8.26.発 行 の 「日経AI」 誌 か らの転 載)

      MTフ ェア(仮 称)

 出展、研究発表、等御希望の方は、事務局 まで、

ご連絡下さい。

 開催 日時:'92年3月18/19日

 開催会場:TEPIA

連絡 先

 港 区赤 坂7-2-17赤 坂 中 央 マ ンシ ョ ン305

 日本 機 械 翻 訳 協 会

 TEL  O3-3479-4396

 FAX O3-3479-4895
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会 議 案 内

1,情 報 処 理 学 会 自然 、.}語処 理 研 究 会 、

   1991年9月19-20日 、 東 北 大 学

2.2nd Japan-Australia Joint Symposium on Natural

   Language Processing,1-5,0ctober,1991,Kyushu

   Institute of Technology

3.自 然 言 語 処 理 セ ミ ナ ー 、 情 報 処 理 学 会 全 国 大

   会 併 設 、1991年10月19日 、 名 古 屋 大 学

4.情 報 処 理 学 会 全 国 大 会 、1991年10月20-22日 、

   名 古 屋 大 学

5.情 報 処 理 学 会 自然 言 語 処 理 研 究 会 、1991年11

   月(14-)15日 、NTT武 蔵 野 研 究 セ ン タ ー

6.Seminar on Natural Language and AI,22

   November,1991, Natioanl Computer Board

   Auditorium, Singapore

7.Natural Language Processing Pasific Rim

   Symposium(NLPRS),25-26, November,1991,

   Natioanl Computer Board Auditorium, Singapore

8.Translating and the Computer,13th Conference

   and Exhibition,28-29 November,1991,CBI

   Conference Center, Center Point, London WCI

9.Unesco Regional Workshop on New Information

   Technologies-Machine Translation,16-20

   December,1991,National Institute of Science,

   Technology and Development Studies, New

   Delhi,1100121ndia(Abstract deadline:15

   0ctober,1991,Full paper:15November,1991)

10.The Third International Symposium on Language

   and Linguistics:Pan-Asiatic Linguistics,8-10

   January,1992, Chulalongkorn Univ. Bangkok,

   Thailand

11.情 報 処 理 学 会 自 然 言 語 処 理 研 究 会 、

   1992年1月(16-)17口 、 中 京 大 学

12.Computer Processing of Asian Languages,12-16

   March,1992, Indian Institute of Technology,

   Kanpur, India(Abstract deadline:1November,

   1991,Acceptance:20 December,1991)

13.情 報 処 理 学 会 自 然 言 語 処 理 研 究 会 、

   1992年3月(12-)13日 、 徳 島 大 学

14.情 報 処 理 学 会 全 国 大 会 、

   1992年3月18-20日 、 明 治 大 学

15.3rd Conference on Applied Natural Language

    Processing,1-3 April,1992, Trento, Italy

16.IV International Conference on Theoretical and

    Methodological Issues in Machine Translation,

    25-27June,1992, Monual, Canada

17.International Symposium on Information

    Sciences:Natural Language Understanding and

    Artificial Intelligence,13-15July,1992, Kyushu

    Institute of Technology

18.COLING 92,23-28 July,1992, Nantes, France

    (Paper deadline:1November,1991,acceptance:

    1March,1992)

19,MTシ ン ポ ジ ウ ム と 展 示,1992年1月14日 、

   日 本 電 子 工 業 振 興 協 会 、 大 阪

20.中 国 情 報 処 理 学 会 大 会,23-250ctober,1992,

    Beijing, China
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会 員 の 声

ジャーナルについての今後の希望

 国際会議 ・欧米の機械翻訳協会との交流と言ったものばかりでなく、日本の機械翻訳の現状、機種の紹介、

今後の展望等にも重点を置いて欲 しい。

 どのような機種が製作され、それらの長所、短所等の内容について知 りたい。

会員名簿を早く入手 したい。(翻訳家 久保 泰朗)

☆ 会 員 名 簿 に つ い て は 、他 に も、 事 務 局 へ 問 い合 わせ が2、3あ り ま した 。 編 集 委 員 会 の 意 向 と して は 、

 No.3(11月 発 行)に 掲 載 す る予 定 です

● ● ■ ● ■ ● ■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■

広告掲載のお願いについて

 本年4月17日 に設立されました日本機械翻訳協会(略称JAMT)は 、7月25日 に第 一一回通常総会を開催 し、

JAMTジ ャーナルNo。1を皆様のお手元にお届け致しました。いよいよ活動開始です。多忙の中で編集委貝

会が充実 した内容のジャーナルを発刊すべ く努力 してお ります。

 つきましては、御社のPRを 兼ねてJAMTジ ャーナルへの広告掲載を検討 して頂きた くお願い申しhげ

ます。

貯広告料金 ・寸法

ス ペ ー ス

料  金

寸法

天地

左右

表2

1色1P

60,000円

257mm

182mm

1色112P

30,㎜ 円

110mm

145mm

表3

1色1P

45,㎜ 円

257mm

182mm

1色1!2P

22,500円

110mm

145mm

後付

1色IP

30,㎜ 円

225mm

145mm

1色112P

15,㎜ 円

110mm

145mm

1色114P

7,500円

SOmm

145mm

即 申し込み方法

原寸版下をお送り下さい。

げ 締切 日

発刊前月(隔 月)の30日

申し込み先

日本機械翻訳協会
〒107 東 京 都 港 区 赤 坂7-2-17-305

TEL(03)3479-4396
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事 務 局 通 信

JAMT設 立より現在 までの各委員会活動を御報告いたします。

4月17日(水)JAMT設 立 総 会

             電 子協16:00～17:00

5月13日(月)JAMT第 一・回 理 事 会

             電 子 協16:00～18:00

5月16日(木)第1回 運営 委 員 会

             E.D.R.13:00-15:00

5月22日(水)第1回 企 画 広 報 委 員 会

          赤坂 山勝 ビル16:00～18:00

6月10日 ～6月14日

       入会 案 内パ ン フ レ ッ ト送 付

6月17日(月)第1回 ニ ュ ー ズ レ ター編 集 委 貝 会

        日本機 械 翻訳 協 会10:00～13:00

6月20日(木)第2回 企 画広 報 委 員 会

        日本 機械 翻訳 協 会is:00～17:00

6月21日(金)第2回 運 営 委員 会

          赤 坂 山 勝 ビル16:00～18:00

7月16日(火)第3回 企 画広 報 委員 会

        日本 機械 翻 訳 協 会14:00～16:30

7月19日(金)第3回 運 営 委貝 会

        日本 機 械 翻訳 協 会10:30～13:00

7月22日(月)第1回 財 務 委 員 会

        日本 機 械 翻 訳 協 会11:00～13:00

7月25日(木)日 本 機 械 翻 訳 協 会 第1回 通 常 総 会

       日本 女 子大 学桜 楓 館

       総 会       15:00～16:00

       特 別 講 演     16:00～17:00

       懇 親 会      17:30～19:30

7月26日(金)第2回 ニ ュ ーズ レタ ー編 集 委 員 会

        日本 機 械 翻 訳 協 会14:00～]6:30

9月2日(月) 第3回 ニューズ レター編集委員会

        日本機械翻訳協会14:00～16:30

9月5日(木) 第4回 運営委員会

        日本機械翻訳協会15:00～17:30

9月9日(月) 第4回 企画広報委員会

        日本機械翻訳協会15:00～17:30

9月24日(火)第5回 企画広報委員会

        日本機械翻訳協会16:00～

・

・

1編集委員会からのお願い1

添付 の ア ンケ ー トに ご協 力 下 さい 。

「ジ ャ ー ナル 」 へ の 投稿 を御 待 ち して居 り

ます 。

Zo
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